
6月議会では
ニーズに合わせた
子育て支援の
多様で幅広い受け皿づくり
を訴えました

私は ”安心して預けられる仕組み作り”と ”地域協働のあたたかい支援体制”を

選挙で公約に掲げました。育児中の困りごとや深刻化する少子化対策として、

各々のニーズに合った多様な支援の具体策を今こそ市が先導して実現すべきだ

と考えます。６月市議会での一般質問の内容をご紹介します。

子育てに優しい武蔵野を！以下、質問事項と市長の回答です。
① ４月施行の子ども・子育て支援新制度を子育て世帯に広く周知する為に「コ

ンシェルジュ便り」の配布先追加やホームページの拡充等に取り組んで欲しい

→A.　保育園利用者に限定しない周知を積極的に検討。ホームページも来年度

リニューアル予定。

② 都内４８市区で実施しているファミリーサポートセンター事業の実施を

→A. 市の子どもプランにも位置付けているので積極的に検討

③ 訪問型保育事業（ベビーシッター）の安全基準作りと、利用者の対象を狭め

ることのない事業実施を

→A. 都などの研修制度への参加を各施設に周知し、他自治体と連携した広域的

な研修制度についても検討。事業は障害児保育の一環として検討。　

＊その他全１２個の質問は当ホームページをごらんください

メディアに
特集されました

４月１６日発売　週刊新潮

５月４日付　朝日新聞
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